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 日本の色絵を代表する柿右衛門様式磁器に描かれた絵付け文様の多くは、花鳥文様である。

そのためか、柿右衛門様式磁器に描かれた人物文様についての研究は、ほとんどなされな

かった。 

 近年、国内外の調査が進み柿右衛門様式磁器の実態が明らかにされるなか、人物文様も

美術館展示や図録などに多数登場するようになった。このことからも、これまで以上に柿

右衛門様式磁器に描かれた人物文様に関する研究や分類、意義解明の必要性が求められる。 

 従来、柿右衛門様式磁器にみる人物文様の分類及び人物文様が持つ意義の解明は、とり

わけ、唐様人物文様を中心に行われた。故に、中国意匠の影響を受けたことが論じられ、

和様人物文様の意義を問うことはなされなかった。 

 本発表で採り上げる柿右衛門様式磁器「姫御殿文ティーセット」は、ヨーロッパの美術

館・博物館に数多く所蔵され、柿右衛門様式磁器の和様人物文様として分類されるものと

云える。また、イギリスを中心としたヨーロッパの各窯で、この和様人物文様「姫御殿文」

は模倣され、大きな影響を与えていた作品であったことも見逃せない。 

 日本陶磁器の個性は本来、日本的な風趣に富むものの中にあると考える。その観点から

本発表では、代表的な日本文学作品であり、現存する最古級の物語絵巻物の対象でもある

『源氏物語』の意匠を陶磁器、絵画、工芸品（染織・蒔絵）に着目し、柿右衛門様式磁器

に描かれた「姫御殿文」の絵付けと『源氏物語』の意匠の関連性を探り、これまで語られ

なかった和様の人物文様が持つ意義を考察してみる。そこから新たな柿右衛門様式磁器研

究の展望が生まれるであろう。 

 


